
         

   

１ １
月

１ １
日
（
土
）
１９
～

２０
時
、
今
井
ま
ち
や
館

に
お
い
て
当
保
存
会
主
催
の
落
語
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
こ
の
落
語
会
は
、
ま
ち
づ
く
り
亭
「
今
井

寄
席
」
と
い
う
名
称
で
第
一
回
目
を
平
成

２０
年

（
２
０
０
８
）
に
催
し
て
か
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
で
３
年

間
の
中
断
を
経
て
、
今
回
が
第

１３
回
に
な
り
、
十

二
の
干

支
（
え
と
）
を
一
巡
り
し
て
二
巡
り
に

入
っ
た
と
こ
ろ
で
、
当
保
存
会
の
定
番
の
催
し
物

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
例
年
９
月
の
第
一
土
曜
日

に
開

催

し
て
い
ま
し
た

が
、
学
生
さ
ん
の
都
合
に

よ
り
今
回
は

１１
月
開
催

に
な
り
、
し
か
も
、
天
候

が
急
変
し
て
と
て
も
寒
い

日
に
な
り
ま
し
た
が
、
熱

心
な
落
語
フ
ァ
ン
の
方
が

２０
数
人
来
場
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
奈
良
大
学

落
語
研
究
会
（
「
古
都

家
」
）
の
一
、
二
回
生
の

部

員

が
５
人

来

町

し

て
、
う
ち
３
人
が
３
席

の
落
語
を
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。 

 

第
一
席
目
（
開
口
）
は
、
「
時
そ
ば
」
の
予
定
で
し

た
。
し
か
し
、
演
者
の
古
都
家 

飛
羽
（
ひ
ば
な
）

さ
ん
が
体
調
不
良
で
急
遽
変
更
し
て
、
「
阿
弥
陀

池
」
古
都
家 

猪
酒
菊

（
い
さ
き
）
さ
ん
が
演

じ
る
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン

グ
も
あ
り
ま
し
た
が
、

話

の
終

り
の
「
阿

弥

陀
が
行
け
」
と
い
う
オ

チ
が
バ
ッ
チ
リ
決
ま
っ

て
い
ま
し
た
。 

第
二
席
目
（
モ
タ
レ
）
は
「
ふ
だ
ん
の
袴
」
を
女

性
の
古
都
家 
凾
仁
和
（
は
こ
に
わ
）
さ
ん
が
演
じ

ま
し
た
。
こ
れ
も
、
煙
草
の
キ
セ
ル
の
火
種
が
「
普

段
（
ふ
だ
ん
）
の
袴
」
に
落
ち
る
話
が
「
普
段
の
あ

た
ま
」
に
落
ち
て
し
ま
い
、
大
笑
い
の
結
末
に
な

り
ま
し
た
。 

第
三
席
目
（
ト
リ
）

は
「
三
枚
起
請
」
を
古

都
家 

藤
吉
さ
ん
が
３０

分

以

上

に
わ
た
っ
て

演
じ
て
く
れ
ま
し
た
。

三
人
で
一
時
間
余
り

本
当
に
時
間
の
経
つ
の
を
忘
れ
る
く
ら
い
皆
さ

ん
元
気
よ
く
熱
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
の
で
、
聞

き
ご
た
え
が
あ
り
ま
し
た
。
来
年
は
例
年
通
り
９

月
上
旬
の
開
催
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

    

１ ０
月

１７
日
（
火
）
、
６
年
生
の
写
生
大
会
が
行

わ
れ
、
蘇
武
橋
公
園
、
華
甍
、
今
井
西
環
濠
広
場
、

河
合
酒
造
周
辺
で
当
保
存
会
、
自
治
会
の
４
人

が
児
童
が
安
心
安
全
に
写
生
が
で
き
る
よ
う
見

守
り
ま
し
た
。 

１ ０
月

１８
日
（
水
）
、
２
年
生
の
「
町
の
た
ん
け
ん
」

と
い
う
学
習
で
端
壮
薬
品
、
恒
岡
醤
油
店
、
は
に

わ
饅
頭
、
順
明
寺
の
４
ヵ
所
に
あ
ら
か
じ
め
用
意

し
た
質
問
を
す
る
の
に
付
き
添
い
、
往
復
の
安
全

を
確
保
し
ま
し
た
。 

 

１ ０
月

２０
日
（
金
）
、
４
年
生
の
「
今
井
町
を
描

こ
う
」
（
写
生
大
会
）
で
今
井
西
環
濠
広
場
、
蘇

武
橋
公
園
周
辺
で
見
守
り
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
し

ま
し
た
。 

 

以
上
、
３
つ
の
活
動
に
先
立
ち
１０
月

１０
日
（
火
）

に
は
３
年
生
の
校
区
た
ん
け
ん
「
ふ
し
ぎ
発
見
」

（
１０
月
号
掲
載
）
の
第
二
回
目
と
し
て
、
今
井
の

秋
祭
り
や
ダ
ン
ジ
リ
に
つ
い
て
当
保
存
会
中
西

会
長
が
出
張
授
業
で
児
童
の
質
問
に
回
答
し
ま

し
た
。 

 

こ
れ
ら
見
守
り
活
動
の
後
に
は
、
子
供
達
か
ら

お
礼
の
手
紙
が
届
い
て
見
守
り
に
従
事
し
た
お

爺
さ
ん
達
は
大
感
激
で
し
た
。 

（１）令和５年１２月１日                 い ま いは 今                     第 282 号  
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４
年
ぶ
り
に
落
語
会 
開
催 

  

ー
ま
ち
づ
く
り
亭
「
今
井
寄
席
」
ー 

 
 

今
井
小
学
校 

校
外
写
生
大
会
等 

  

見
守
り
活
動
実
施 

  



  
第

４６
回
全
国
町
並
み
ゼ
ミ
小
樽
大
会
の
概
要

は
、
前
回
に
中
西
会
長
が
記
載
し
て
お
ら
れ
る
の

で
私
は
「
小
樽
と
い
え
ば
運
河
保
存
運
動
」
と
い

う
ほ
ど
有
名
に
な
っ
た
舞
台
に
来
た
の
だ
か
ら
と

い
う
こ
と
で
、
水
辺
を
中
心
と
し
た
分
科
会
に
参

加
し
て
親
水
と
い
う
こ

と
に
触
れ
て
み
ま
し
た
。 

ヘ
ド
ロ
の
運
河
を
埋

め
立
て
て
活
用
し
よ
う

と
す
る
都
市
計
画
に
立

ち
向
か
い
、
運
河
保
存

運
動
に
昇
華
さ
せ
た
峰

山
富
美
女
史
の
起
動
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
そ
の

後
に
続
い
た
９
万
人
を

超
え
る
保
存
運
動
の
成

果
は
大
き
な
も
の
で
あ
る
。 

 

そ
の
小
樽
運
河
に
は
３
度
目
の
訪
問
で
あ
っ
た

が
、
１
回
目
の
あ
の
感
動
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
？
と
思
う
節
が
多
く
残
っ
た
。 

 

観
光
客
は
多
く
歩
き
、
そ
れ
を
目
当
て
の
物
売

り
が
多
い
。
観
光
資
源
の
域
を
出
て
い
な
い
。 

 

分
科
会
で
も
親
水
と
い
う
言
葉
が
ひ
っ
き
り
な

し
に
出
て
き
た
が
「
水
に
入
る
」
、
「
水
を
活
用
す

る
」
と
い
う
言
葉
や
ス
ラ
イ
ド
が
１
枚
も
出
て
こ

な
か
っ
た
。
「
は
っ
き
り
言
っ
て
水
際
に
こ
れ
よ
り

先
は
危
険
！
」
の
標
識
が
暗
黙
の
裡
に
建
て
ら
れ

て
い
る
感
じ
を
受
け
た
。 

 

全

国
の
町
並

み
保

存

の
在
り
方
に
置
き
換
え

て
も
し
か
り
、
こ
れ
ま
で

の
町
並
み
や
地
域
の
保

存
、
観
光
資
源
の
考

え

方

は
、
官

公

に
頼

る
と

か
、
見
る
運
河
（
町
）
で

は
な
く
、
我
々
が
活
用
す

る
運
河
（
町
）
に
進
む
べ

き
で
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
で

あ
る
町
に
合
っ
た
活
用

の
時
代
に
早
く
入
ら
な

く
て
は
い
け
な
い
な
！
と
運
河
を
見
つ
め
な
が
ら

考
え
て
い
た
。 

    

１ ０
月

２０
日
（
金
）
～

２９
日
（
日
）
、
１０
日
間
に
わ

た
っ
て
今
井
町
内
で
は
な
ら
ぁ
と
を
開
催
。
本
来
、

今
井
町
の
秋
祭
り
に
合
わ
せ
て
開
い
て
い
ま
し
た

が
、
今
年
は
橿
原
市

長
選
挙
の
投
票
日
が

１０

月

２２

日

（
日

）
に

な
っ
た
為

、
秋

祭

り

が
一
週
間
前
倒
し
と

な
り
、
ま
た
奈

良

医

大

の
白

橿

生

（
か
し

ふ
）
祭

も
同

時

期

に

開

催

さ

れ

、
は

な

ら
ぁ
と
サ
テ
ラ
イ
ト

今
井
エ
リ
ア
は
単
独
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。 

 

は
な
ら
ぁ
と
や
地
区
と
の
連
携
は
図
ら
れ
て
い

る
と
い
う
も
の
の
集
客
と
い
う
点
で
は
大
き
な
期

待
が
も
て
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
会
期
中
の
延
べ
総

来
場
者
人
数
は
６
７
７
２
人
と
な
り
、
昨
年
実

績
を
３
０
０
０
人
以
上
上
回
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
講
座
は
会
期
中
１
日
を
除
い
て

９
日
間
、
午
前
・
午
後
の
一
日
二
回
町
づ
く
り
や

環
境
保
全
に
関
す
る
各
方
面
の
講
師
に
お
願
い

し
ま
し
た
が
、
参
加
者
が
前
年
を
下
回
る
残
念

な
結
果
に
な
り
ま
し
た
。 

コ
ア
会
場
の
大
宇
陀
松
山
地
区
に
お
い
て
は
、

３
４
８
４
人
、
桜
井

戒

重

地

区

で
１
０

０
３
人
、
は
な
ら
ぁ

と
全
体
で
プ
レ
イ
ベ

ン
ト
も
合
わ
せ
た
総

来

場

者

人

数

が
１

４
０
１
２
人
と
い
う

状
況
で
、
今
井
エ
リ

ア
の
来

場

者

数

が

突
出
し
て
い
ま
し
た
。 

 

 

１ ２
月

２４
日
（
日
） 

９
時
～ 

 

１ ２
月

２５
日
（
月
）
～
１
月
５
日
（
金
） 

今
井
ま
ち
や
館
、
重
文
旧
米
谷
家 

今
井
景
観
支
援
セ
ン
タ
ー
、
今
井
町
町
並
み
保
存
会 

（２）令和５年１２月１日                 い ま いは 今                     第 282 号  

全
国
ゼ
ミ
小
樽
大
会
に
参
加
し
て 

   

若
林 

稔 

 

は
な
ら
ぁ
と
２
０
２
３ 

   
今
井
エ
リ
ア
来
場
人
数 

大
幅
増
加 

   

年
末
年
始
休
館
の
お
知
ら
せ 

   

保
存
会
の
年
末
大
掃
除 

   

はならぁと 開会式  

サスティナブル講座  


